
国土強靱化
～宮崎県の取組事例集～

令和５年５月
宮崎県 県土整備部

落石防護施設（日南高岡線）

令和４年台風第１４号災害（国道３２７号）

都城志布志道路 長江地区津波避難タワー（日向市）

三財川 河道掘削 ずり口谷川 砂防えん堤
（土石補足状況） ひなた宮崎県総合運動公園 避難高台
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橋梁耐震補強（国道２１８号 槙峰大橋）



目次

Ｐ １ 災害に対して脆弱な県土
Ｐ ２ 国土強靱化の必要性について
Ｐ ３ 予算の状況
Ｐ ４ 法面保護により災害を未然防止【宮崎河川国道】

河道掘削により災害を未然防止【宮崎河川国道】
Ｐ ５ 河道掘削等により、治水安全度を向上【延岡河川国道】
Ｐ ６ 大規模災害時における支援路、代替路の確保（ミッシングリンクの解消）
Ｐ ７ 大規模災害時の早期復旧への寄与や通行止めリスクの解消等

（暫定２車線区間の４車線化）
Ｐ ８ 道路ネットワークの機能強化【宮崎県】

大規模震災時に優先して啓開すべき道路の整備【宮崎県】
Ｐ ９ 重要港湾の耐震強化岸壁の整備【宮崎県】
Ｐ１０ 道路施設の老朽化対策の推進【宮崎県】

法面対策による緊急輸送道路の防災機能強化【宮崎県】
無電柱化により道路の防災性能の向上【宮崎県】

Ｐ１１ 流域治水プロジェクトの取組【宮崎県】
Ｐ１２ 防災・減災、国土強靱化の事業効果（河道掘削）【宮崎県】
Ｐ１３ 防災・減災、国土強靱化の事業効果（河道掘削）【宮崎県】
Ｐ１４ 土砂災害対策【宮崎県】
Ｐ１５ ひなた宮崎県総合運動公園 津波避難施設の整備【宮崎県】

山之口運動公園 防災拠点の整備【宮崎県・都城市】
Ｐ１６ 宮崎県沿岸での津波避難施設の整備【宮崎県・沿岸市町】

強
靱
化
の
効
果



これまで台風、地震、津波、あらゆる災害に見舞われてきた宮崎県
昨年度も台風第１４号による水害が発生、南海トラフ地震、日向灘巨大地震の発生が懸念

災害に対して脆弱な県土

地震 風水害 その他（火山、土砂災害、竜巻など）

○外所地震(1662.10.31）過去の巨大地震

○令和４年台風第１４号による水害

とんどころ

地震調査委員会は、南海トラフでＭ８～９
程度の地震が今後４０年以内に発生する確
率を前年の「８０～９０％」から「９０％
程度」に引き上げ

○平成１７年台風第１４号による水害

これまでの取組により強靱化の効果
は発揮しているが未だ道半ば
さらなる強靱化が必要

○令和４年１月
南海トラフM8～9程度の地震発生確率

日向灘を震源とした
M7.6の地震により、山
崩れや津波が生じるな
どして死者200名の大
きな被害が発生。

記憶の風化を防ぐため、
５０年に１度慰霊碑を建立

○平成23年新燃岳噴火

○令和４年５月 法面崩壊

○平成30年硫黄山噴火

令和４年１１月開通直前

○令和４年３月
日向灘の巨大地震（M8.0程度）の概念の追加

河川や海岸など水際の津波対策が急がれる

○令和４年１月２２日１時８分
日向灘地震発生、県内最大震度５強

地震発生による
落石により
数路線が通行止めに

県道小林えびの高原牧園線が被災

国道２１９号で法面崩落が発生し、一時全面通行止め
（九州地方整備局より照明車を配備いただきました。）

硫黄山火口

照明車②

西都市中尾地区

床上浸水634戸、床下浸水529戸（宮崎県全体）

床上浸水1,462戸、床下浸水2,919戸（宮崎県全体）
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国土強靱化の必要性について

降り始め（１５日０時～１９日１０時迄）からの総雨量は美郷町（神門）で９８５㎜、えびの市（えびの）で９３７㎜、諸塚村で８０４㎜を観測。
県内では一時全市町村で５，７９４世帯、１０，３６７人避難指示を発令され、死者３名、重軽傷者２６名の人的被害や１千棟を超える住家被害等が発生。
公共施設では県北部山沿いを中心に主要国県道等が被災し、複数路線で通行止めが発生。
このうち、国道３２７号の宮崎県東臼杵郡諸塚村大字七ツ山地内において、道路崩壊の応急復旧に高度な技術力を要するため、宮崎県に代わり国が権限代行によ

り応急復旧に着手。令和５年４月２８日１３時～片側通行による交通開放を実現。

令和４年９月 台風第１４号

2

国道３２７号（塚原ダム下流） 道路欠壊

みさと みかど

令和５年３月１７日の状況

2

被災直後 片側交通開放後

■概要
①日 時：令和4年9月19日（月） 8時30分 道路崩壊を確認
②場 所：宮崎県東臼杵郡諸塚村七ッ山地内
③延 長：被災延長 約８０ｍ
④その他：R4. 9.21（水） 宮崎県からの要請により国総研・土研による現地調査

R4.10.14（金） 宮崎県知事から国土交通大臣へ要望
R4.10.18（火） 国の権限代行による災害復旧事業着手の決定
R5. 4.28（金） 13時～ 片側通行による交通開放



令和５年度予算は、令和４年度補正と一体的に１５ヶ月予算として、約４８５億円
（うち５か年加速化対策分１６７億円）
国・県・市町村が一体となって、強靱化事業を推進
令和５年度県単独公共事業（国土強靱化特別枠）は６月補正にて予算措置予定

国土交通省（本県関係分）

公共事業 県予算の推移

市町村

予算の状況

○ 令和５年度当初予算は直轄事業約２２０億円
○ 九州中央自動車道「五ヶ瀬～高千穂」、東九州道
「日南東郷～油津」、国道１０号都城道路（Ⅱ期）等

○ 国道１０号住吉道路が新規事業化
○ 流域治水に基づく大淀川、五ヶ瀬川、小丸川、川内川
の河道掘削等

○ 補助事業、交付金事業の令和５年度当初予算は
約２６９億円

○ 無電柱化、下水道施設の耐震化・老朽化対策に取り
組む

億円 国土強靱化の
推進に寄与

県単独公共事業予算
○ 補助・交付金事業による５か年加速化対策との一体的
な整備により、一層の効果が見込まれる事業に取り組む
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強靱化事業の効果➀

事業概要

期待される効果

国土交通省は、大淀川・小丸川で、河道掘削・
樹木伐採等の氾濫対策を実施

河道掘削により水害を未然防止 ［宮崎河川国道］

大淀川支川本庄川で実施した河道掘削事例

掘削

綾町長
綾町ではS２９に堤防決壊による氾濫被害
を経験しており、樹木伐採や河道掘削に
より、水位低減効果があることではん濫
リスクの低減となり感謝している。

国富町長
河道掘削、樹木の伐採により本川水位が
低下し支川の内水被害が発生しなくなり
感謝している。

宮崎市長
H30には多くの内水被
害が発生、河道内の樹
木伐採や河道掘削によ
り本川水位の低減効果
があり、支川の内水被
害の低減が図られ昨年、
一昨年と被害が発生し
ておらず感謝している。

事業概要

発揮される効果

豪雨により土砂災害等が発生するリスクを回避
するため、国道２２０号法面において道路法
面・盛土等に関する緊急対策を実施。

法面吹付工
落石防止網工
を実施

道路への被災
リスクを回避

経年劣化に
よる法面保護
機能低下

道路へ崩落・通
行止めの危険

法面保護により災害を未然防止［宮崎河川国道］

4



強靱化事業の効果②

河道掘削等により、治水安全度を向上［延岡河川国道］

五ヶ瀬川で、河道掘削・樹木伐採等を実施し、洪水位の水位低減を図る。

五
ヶ
瀬
川

河
道
掘
削

樹
木
伐
採

大瀬川3k100付近(須崎橋上流)五ヶ瀬川9k600～9k800

五
ヶ
瀬
川

約1.0m掘削

横断図

治水事業の効果
(H17とR4台風の比較)

1176

49
0
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H17.9 R4.9

(戸)

※国管理区間沿川の浸水戸数を積み上げ
（R4.9.21速報値）

浸水戸数
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強靱化事業の効果③

南海トラフ地震等の今後の大規模災害に対し、
一層の強靱化（早期全線開通）を期待！！

熊本地震発生時に支援路・代替路として機能

被災地の復興及び九州全体の経済を支える役割を果たした！！

支援本部（五ヶ瀬拠点）

支援本部（五ヶ瀬拠点）

緊急搬送時間の大幅な短縮

19

大規模災害時における支援路、代替路の確保（ミッシングリンクの解消）
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↑
東
九
州
自
動
車
道

「
清
武
南
～
日
南
北
郷
」間
開
通
式

東九州自動車道 ： H31.4.1 「油津～南郷」間、「奈留～夏井」間 新規事業化
R5.3.25 「清武南～日南北郷」間（17.8km） 開通

九州中央自動車道： R2. 4.1 「蘇陽～五ヶ瀬東」間 新規事業化
R3. 4.1 「高千穂～雲海橋」間 新規事業化
R3. 8.21 「日之影深角～平底」間（2.3km）開通

緊急時搬送時間の大幅な短縮が期待できる。

清
和
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強靱化事業の効果④

法面崩壊等が発生した際、４車線のうち被害のない２車線を活用
し、短時間で車両の通行を確保できる。

また、被災側車線についても、効率的に作業できるため、速やか
に上下線の交通機能を復旧できる。

九州中央自動車道

東
九
州
自
動
車
道

都農

日向

門川南SIC

門川

延岡南

延岡JCT.IC

北川
須美江

北浦

高鍋

西都

国富SIC

宮崎西

清武

清武JCT

清武南
今後の国土強靱化により、
優先整備区間の早期４車線化に期待！！

被災年月日：平成19年7月13日
通行止め ：3日間

重要インフラ緊急点検

４車線化等箇所
Ｌ＝約3.7㎞

第32回国土幹線道路部会（平成31年3月11日）資料より抜粋

大規模災害発生時等の早期復旧に寄与

防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策
（令和2年12月11日）資料より抜粋

事業中区間

開通済区間

未事業化区間

≪４車線区間での災害状況≫

「宮崎西～清武」間 ４車線等事業化

「高鍋～西都」間 ４車線事業化

第49回国土幹線道路部会（令和3年3月10日）資料より抜粋

≪２車線区間での事故状況≫

「高速道路における安全・安心基本計画」における
暫定２車線区間の４車線化 優先整備区間

東九州自動車道
「日向～都農」間 20ｋｍ（うち、対面通行区間 18ｋｍ）
「高鍋～宮崎西」間 29ｋｍ（うち、対面通行区間 20ｋｍ）

第49回国土幹線道路部会（令和3年3月10日）資料より抜粋

大規模災害時の早期復旧への寄与や通行止めリスクの解消等（暫定２車線区間の４車線化）

(仮称)新富SIC
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事業概要

大規模震災時に優先して啓開すべき道路の整備［宮崎県］

緊急輸送道路及び重要物流道路の代替・補完路である国道219号の改

築事業を推進。

本事業により、災害等による孤立化の解消や緊急医療施設への搬送

ルート確保に寄与。

整備後

強靱化事業の効果⑤

事業概要

道路ネットワークの機能強化 ［宮崎県］

国土交通省、宮崎県、鹿児島県が連携して整備を

進めている都城志布志道路において、総延長約

44kmのうち、都城市の乙房ICから鹿児島県志布志

市の志布志ICまでの約35kmの区間が開通。

道路ネットワークの機能強化のほか、物流の効率

化により地域産業の活性化が発現。

令和5年4月22日には防災施設も整備した道の駅

『都城NiQLL』がリニューアルオープンし、道路整

備一体となってバックアップシティの機能が向上。
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一般国道２１９号 整備区間

至 西都市 至 西米良村

被災箇所

整備区間

現道区間

整備ルート

現
道

H30
被災箇所

至 西米良村

至 西都市

平成３０年８月台風豪雨による被災

至 西都市

至 西米良村

至 西米良村

至 西都市
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強靱化事業の効果⑥

県内の重要港湾（細島、宮崎、油津）に耐震強化岸壁が配置され、
災害発生時に県内全域にスピーディ かつ効率的な 緊急物資の輸送が可能となりました！

重要港湾の耐震強化岸壁の整備[宮崎県］

細島港
工業港１５号岸壁

延長：１３０ｍ
水深：－７．５ｍ

○耐震強化岸壁（未整備：２箇所）
工業港１９号岸壁【整備中】
工業港２０号岸壁【計画】

宮崎港
第７岸壁

延長：１９４ｍ
水深：－７．５ｍ

第１０岸壁
延長：１９８ｍ
水深：－９．０ｍ

第１０岸壁 (R4.3完成)

延長：２６０ｍ
水深：－１２．０ｍ

油津港

重要港湾 油津港

○耐震強化岸壁（未整備：２箇所）
第９岸壁【計画】
第１０岸壁 延伸部【新規事業化】

M8.9の大震災発生時、日南市・串間市の約７万人へ
緊急物資の輸送が可能に！

清武南－日南北郷(R5.3開通)

東九州自動車道
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無電柱化により道路の防災性能の向上

強靱化事業の効果⑦

緊急輸送道路等で無電柱化を
推進

事業効果

電柱倒壊の事例

法面対策による緊急輸送道路の防災機能強化

緊急輸送道路等で防災対策を
推進

法面上部状況
(現地調査時に確認)

法面上部に風化
の進んだ岩盤面
を確認

国道327号（諸塚村）

事業効果

計画を前倒しR４迄に1%(10箇所)進捗

県が管理する道路施設におい
て老朽化対策を推進

橋梁下面状況
(現地調査時)

H22当初調査時点
において「健全度
Ⅲ」を529橋確認

R7に健全度Ⅲの対策を完了し、
予防保全型の管理へ転換

県道城ヶ崎清武線
日南線跨線橋；宮崎市

道路施設の老朽化対策の推進

劣化した
側道橋の架替

電柱倒壊状況
(令和元年台風第
17号に伴う竜巻)

県道２路線が
通行止(3.5時間)

落石防止網等の設置

（緊急輸送道路のみ）

事業効果

R4迄に4%計画を前倒（2工区完了）
電柱倒壊等に伴う道路閉塞等を防止

計画路線６工区の進捗率100

70

60

50

R6 R7H30 H31 R2 R3 R4 R5

90

80

５ヶ年加速化

●
●

R4末実績：86%

R4末計画：82%

３ヶ年緊急対策

施工後

電線共同溝の整備

施工前

国道222号 春日工区

強靱化効果

当初計画

強靱化効果
当初計画

健全度Ⅲの
対策が完了
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強靱化事業の効果⑧

流域治水プロジェクトの取組［宮崎県］

平成３０年７月豪雨等を踏まえ実施した重要インフ
ラの緊急点検の結果、県内の一ツ瀬川など１５８河川
で緊急対策として河道掘削・樹木伐採等を実施しまし
た。

引き続き、５か年加速化対策や緊急浚渫推進事業債
（県単独事業）などを活用しながら、河道掘削・樹木
伐採等を実施予定です。

主な取組流域治水プロジェクトの推進

河川管理者や流域に関わる、あ
らゆる関係者が協働して流域全体
で行う治水対策「流域治水」に積
極的に取り組んでおり、ハード・
ソフト一体となった水災害対策を
推進しているところです。

一級水系（５水系）
４水系 （R3.3月策定）
1水系 （R4.5月策定）

二級水系（５３水系）
１３水系（R3.8月策定）
１５水系（R4.3月策定）
２４水系（R4.6月策定）
1 水系（R5.2月策定）■プロジェクト策定状況

一ツ瀬川水系 三財川

令和５年度より「田んぼダム」の取組を県内に普及
させるための啓発促進事業として、県単独事業で実証
啓発事業を推進しています。

＜主な事業内容＞
・田んぼダム実証地区のデータ収集・効果検証
・田んぼダム実証地区等へ三角堰板などの配布
・事例集等による啓発・普及
・田んぼダムに取り組む活動組織等へ畦畔補強等の
管理経費支援

○河道掘削・樹木伐採

○その他の取組（他部局との連携）

大野川

大淀川

小丸川

浦尻川・沖田川
浦上川・古江川
市振川・中港川
阿蘇川・熊野江川
須美江川

清武川・加江田川・石崎川
知福川・突浪川・内海川
野島川・小内海川

五ヶ瀬川

川内川

耳川・五十鈴川
塩見川・丸バエ川
鳴子川・庄手川
亀崎川・赤岩川
石並川・水無川

広渡川・市木川・福島川
鶯巣川・伊比井川・富土川
宮浦川・手洗川・風田川
大浦川・隈谷川・細田川
潟上川・贄波川・本城川
大納川・宮之浦川・都井川

永田川・千野川

一ツ瀬川・心見川
都農川・名貫川
平田川

安楽川二級水系

一級水系

凡例
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防災・減災、国土強靱化の事業効果（河川掘削）［宮崎県］

強靱化事業の効果⑨

防災・減災、国土強靱化の事業効果（河道掘削）［宮崎県］

令和4年9月台風第14号の最大24時間雨量が平成17年台風第14号より約60mm上回ったにも関わらず、
河道掘削やダム事前放流等の対策により、河川水位が約70ｃｍ低下し、外水による家屋浸水被害なし。

対策前 対策後
12

立花ダム事前放流

事前放流により
従来よりも約137万m3確保

（参）H17年台風14号
最大約547m3/s

（参）H17年台風14号
最大約521m3/s

河道掘削等
＋

R4台風第14号
外水による

家屋の浸水被害なし

H17台風第14号
7箇所で破堤

約350戸浸水被害発生



強靱化事業の効果⑩

防災・減災、国土強靱化の事業効果（河道掘削）［宮崎県］

住家 住家計
床上 18
床下 20
床上 2
床下 17

家屋浸水件数

38

19

平成28年台風第16号

令和4年台風第14号
（令和4年9月末時点）

防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策事業
等により集中的に河道掘削（H30～R3で約14万m3）及び

河川内の樹木伐採を実施

【五十鈴川位置図】
いすずかわ

五十鈴川

中原橋雨量局

対策前

対策後

令和4年9月台風第14号の最大24時間
雨量が平成28年台風第16号より約
170mm上回ったにも関わらず、河道
掘削により、河川水位が55ｃｍ低下
し、浸水家屋数が半減。

H28最高水位 8.76m
↓(0.55mの水位低下)

R04最高水位 8.21m

R04最大24時間雨量515mm
↑（H28を上回る雨量）

H28最大24時間雨量348mm

氾濫危険水位

避難判断水位

更生橋

五十鈴川

※家屋浸水件数等の数値は速報値であり、今後の水害統計調査の結果によって変動する場合があります。

【河道掘削】

8.76ｍ

8.21ｍ

0.55m

R04水位

H28水位
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強靱化事業の効果⑪

土砂災害対策 ［宮崎県］

強靱化による砂防堰堤や急傾斜地崩壊防止施設の整備、
長寿命化計画に基づく既設堰堤等の強化により、人家及び
避難所・公共施設を保全し、地域における安全性を向上

強靱化をきっかけに、地域住民の防災意識が高まり、
ハード・ソフト両面からの地域防災力が着実に向上

土砂災害防止教室・講座により防災意識向上を推進

●小中学生を対象とした土砂災害防止教室【R4：29回（1,606人参加）】
●地区住民を対象とした土砂災害防止講座【R4：20回（ 616人参加）】

えびの市 榎田－１地区
【令和５年3月完成】

【指定避難所】
・えびの市国際交流センター

【要配慮者利用施設】
・養護老人ホーム
・保育園
【指定避難所】
・サンライフ日南

日南市 野中谷川
【令和4年11月完成】

土砂災害防止講座(R4.6月 五ヶ瀬町)土砂災害防止教室(R4.6月 延岡市)

マイハザードマップ作成講座
(R5.2月 高千穂町)

マイハザードマップ作成講座を通して地域の災害対応力を強化

マイハザードマップの作成 14



強靱化事業の効果⑫

～ひなた宮崎県総合運動公園 津波避難施設の整備～ ［宮崎県］

『スポーツランドみやざき』の中核施設
津波から利用者を守る避難高台･避難デッキが令和4年3月に完成！

～山之口運動公園 防災拠点の整備～ ［宮崎県・都城市］

青島

第3競技場（サッカー場）
・ファジアーノ岡山(J2)

ラグビー場
・国スポ会場

(15人制ﾗｸﾞﾋﾞｰ)
・徳島 ｳﾞｫﾙﾃｨｽ(J2)
・ﾜｲﾙﾄﾞﾅｲﾂ(ﾗｸﾞﾋﾞｰ)

ひなた陸上競技場
・国スポ会場(7人制ﾗｸﾞﾋﾞｰ)
・障スポ会場(ﾌﾗｲﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸ)
・ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ日本代表
・鹿島アントラーズ(J1)
・青山学院大学 ほか

ひなた木の花ドーム
・読売巨人軍

②避難高台
③避難デッキ(陸上競技場)

④避難デッキ
（テニスコート側）

⑤避難デッキ
（運動広場側）

津波浸水想定（運動公園）最大 約6ｍ

①避難デッキ
（3塁側､1塁側）

ひなたサンマリン
スタジアム宮崎

・読売巨人軍
・ﾌﾟﾛ野球公式線（ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸVS西武）
・WBC侍ジャパン強化合宿

公園区域

自転車競技場
・国スポ会場

テニスコート
・国スポ会場

ひなた武道館
・国スポ会場(空手道）

完成イメージ（公園全体）

主陸上競技場
（新県営陸上競技湯）

補助競技場

多目的広場

体育館
（既設）

投てき練習場

国スポの拠点施設となる公園整備と併せて、沿岸地域の
後方支援拠点としての防災機能の強化を推進！

〇 国スポ関連施設整備と併せて、大規模災害時には自衛隊の災害派遣部隊

や警察の広域緊急援助隊の拠点等として活用される防災拠点としての整備を

推進する。

⇒ 沿岸地域の後方支援拠点機能の強化！して活用する

公園施設利用のイメージ（災害時）

広域救急援助隊
（警察）

資材置場

備蓄倉庫

災害派遣部隊
（自衛隊）

避難所

避難広場

ヘリポート

２０２７ 宮崎国スポ・障スポの会場となる都市公園の防災機能強化！！

約7千m2

約5千m2

直高8m

②避難高台
○面積約1.2万m2、2万人以上が避難可能
○盛土総量 約15万m3
（東九州道の建設残土や国土強靱化の河川
掘削土などを有効活用！！）

ひなた
陸上競技場

ひむか
スタジアム

既 存 施 設：約３万人収容可
新規整備施設：約３万１千人収容可

⇒計約６万１千人の避難が可能に!

令和６年度
完成予定！防災ヘリあおぞらに

よる救助訓練の実施
（R4.6）
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強靱化事業の効果⑬

宮崎県沿岸での津波避難施設の整備 ［宮崎県・沿岸市町］

津波浸水想定（日向市抜粋）

揺れ・津波ともに最大クラスであることから、最大震度７、最大津波高は最大１７ｍと想定

県内沿岸市町において、
津波による大規模な浸水被害が想定される。

南海トラフ巨大地震発生時

長江地区津波避難タワー（日向市）
避難訓練の様子

南海トラフ地震に備えて計画された県内２６箇所の避難施設が、
令和４年３月に全て完成！ ⇒ 特定避難困難地域が解消！

県内沿岸に緊急避難施設の整備

横江地区複合型津波避難施設（新富町）

宮崎港津波避難高台（宮崎県）

下石波地区避難タワー（串間市）土々呂地区複合型避難施設（延岡市）

大堂津地区複合型津波避難施設（日南市）

日向市往還地区津波避難施設イメージ図

防災訓練状況（日向市往還地区避難タワー）

ハード・ソフト両面から津波避難対策を推進！
⇒ 地域防災力が向上！

避難路施工状況
（令和５年度完成予定）

継続して整備した避難タワーへのアクセス向上にも
取り組んでいます！

16






